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的日中政治動員与軍事作戦」『国立政治大学歴史学報』
26期、2006年を選択した。この論文は満州事変期に
関東軍の兵数は2万人ほどであったが、東北軍の兵力
は約7万人もいた。こうした兵力差にもかかわらず、
なぜ東北軍は関東軍に敗北したのか、迅速な関東軍
の進撃を許したのか、という問題意識から作成され
ている。東北軍がいかなる性質を持つ軍隊であった
のかを分析し、近代国家の防衛軍として理念、実態
に乏しかったこと、有力者の私兵的な側面も強かっ
たことを指摘している。そのため、関東軍より兵力
的には上回っていたが、十分な抵抗をすることはで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
きず、一部の抗日闘争に傾斜していった部隊を除き、
投降、解散という結果になっていったとしている。
中国側の抵抗について、当時の状況から考察した研
究であり、今後東北軍内部の動向を知ることのでき
る档案が公開された時には、基礎となる研究だと評
価できる。 
 本年度は当初の研究計画の方向性を変更し、網羅
的な研究史の整理ではなく、小池聖一『満州事変と
対中国政策』と黄自進「九一八事変時期的日中政治
動員与軍事作戦」を読み込むことで、新たな満州事
変史像の構築を模索する活動となった。 
